









































































































































































































































































































































































































































イ ペア学習 ･バズ学習 ･ジグソウ学習
説得力ある説明力を育成するためには､説明
力をブラッシュアップする場を設定することが
不可欠である｡数学的な表現力を育成を口指す
三原巾立須波小学校､鳥取県構口小学校､倉敷
市立南小学校等の先進校では ｢ペア学習｣｢バズ
学習J｢ジグソウ学習｣をクラス全体で練り上げ
る前に位匹づけている.
こうした小集岡学習では､全ての子どもに〔】
分の考えを､根拠を鹿に筋道を立てて分かりや
すく祝fylする場が与えられることになるO
③ 伝え合う学習
ア 表層的な伝え合い
伝え合うカニ数学的なコミュニケーション
カであると思う｡脱明し合う芥数の授業と伝え
合う第数の授業は減なる｡前者は､数7･L的な知
純､数学的な見方 ･考え方を共有しないかも知
れないが､後者は共有することが重要な要素で
ある｡
自分の考えを鋭明させた後､｢皆さんどうです
か｣と学習規律を窮晩している教師がいる｡こ
うした学習規律をiE晩した学級では､友達の説
明する考えに ｢はい､いいです｣と安易に応え
る｡伝い合う学習が形骸化しているのであるO
学習規律を重視してよいと思うが､その考えが
どうしてよいと思ったかその根拠を説明させ､
その考えを深化 ･発展させるとともに､本当の
意味で共感させるとともに､共有させる必要が
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ある｡
イ 伝え合う学習と話壇の焦点化
算数科では､｢分からない｣という声が上が
ると､｢話し合ってごらん｣という助官する教師
が少なくない｡解決の糸口が分からない子ども
に､話し合ってごらんというような助言は､助
言と言えない｡
桁鞍の系統性の強い界教科では､既習の知
稚 ･技能などを活用すれば､何とか解決するこ
とができることが多い｡
そこで､｢この課題を解くには､今まで習っ
たどんな算数の知識 ･技髄､考え方が使えそう
か話し合ってごらん｣など伝え合う学習の話蛭
を焦点化させることが大切である｡
例えば､1/2十1/5のような異分母分数の計算
の仕方を考え､伝え合わせる場合､
･1/2十1/5のままでは､どうして足せないの
か
･どう考えたら､既に習った1/5十2/5と同じ
ように計芥できるのか
･通分を使うには､同値分数をつくる考えと
最小公倍数を活用する考えとでは､どちら
がよりよい考えなのか
･分子だけ足すのは､どうしてか
など､しっかり論議させ､異分取･分数の足し算
の仕方に関する数学的な考え方を深化 ･発展さ
せる必要がある｡
5 説明力 ･伝え合う算数の授業改善-の期待
(1)説明する授業-の期待
説明力を育成すると一口に言っても､簡単に
できるものではないと思う｡拙劣で要領得ない
説明であってはならない｡算数科では他のどの
教科よりも明確な根拠を持って､筋道を立てて
説明しやすい教科なので､算数科のこうした特
性を生かして､説得力のある説明力を身に付け
させて欲しいものである｡
算数の授業は課題づくりから始まる｡思考
力･判断力･表現力を同時達成する観点から｢考
えましょう｣から ｢考えて説明しよう｣にして
欲しいものである｡説得力ある説明にするため
には､根拠を具体的に明確にとらえ､｢まず｣｢次
にJ｢最後に_tと筋道を立てて説明する段階で
の子どもの説明する姿を描いて指導することを
期待しているO
(2)伝え合う授業-の期待
ペア学習､バズ学習を放り込んでも､伝え合
う算数の授業になっていない要因は､伝え合う
活動への課厚意称が希薄だからである｡
成功しているペア学習と失敗しているペア学
習の速いは.話し合う話題が焦点化されている
か否かによる｡大切なのは､学習形態ではなく､
JZE間､付け足し意見､反対意見､反論が生まれ
やすいような話題を焦点化し､伝い合う活動へ
の放題晋織を戦く揮たせる授英づくりを期待す
る｡
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